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(57)【要約】
【課題】スクロール操作の停止時などにおいて表示され
ていた地図を簡便に保存及び表示させることが可能な地
図表示装置を提供する。
【解決手段】地図表示装置は、例えば車載用のナビゲー
ション装置などに好適に適用され、表示部に地図を表示
させる。具体的には、第１の入力手段は、スクロール操
作の停止時に表示されていた地図を保存させるための地
図保存入力を受け付け、地図保存手段は、地図保存入力
を受け付けた場合にスクロール操作の停止時に表示され
ていた地図を保存する。一方、第２の入力手段は、保存
された地図を表示させるための保存地図表示入力を受け
付け、地図表示手段は、保存地図表示入力を受け付けた
場合に保存された地図を表示する。これにより、簡便な
ボタン操作によって、スクロール操作の停止時に表示さ
れていた地図を容易に保存及び表示することができる。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表示部の表示画面上に地図を表示させる地図表示装置であって、
　ユーザによる地図のスクロール操作の停止時に表示されていた地図を保存させるための
地図保存入力を受け付ける第１の入力手段と、
　前記第１の入力手段によって前記地図保存入力を受け付けた場合に、前記スクロール操
作の停止時に表示されていた地図を保存する地図保存手段と、
　前記地図保存手段によって保存された地図を表示させるための保存地図表示入力を受け
付ける第２の入力手段と、
　前記第２の入力手段によって前記保存地図表示入力を受け付けた場合に、前記地図保存
手段によって保存された地図を前記表示画面上に表示する地図表示手段と、を備えること
を特徴とする地図表示装置。
【請求項２】
　前記地図保存手段は、スクロール操作中若しくはスクロール操作の停止時において当該
スクロール操作とは異なる指示入力により他の地図を表示するための切り替えが行われた
場合に、前記スクロール操作における最終地点で表示されていた地図を更に保存すること
を特徴とする請求項１に記載の地図表示装置。
【請求項３】
　スクロール操作の停止時の地点における地点データを記憶する地点データ記憶手段と、
　前にスクロール操作を停止した地点における地図を表示させるためのスクロール前地図
表示入力を受け付ける第３の入力手段と、
　先にスクロール操作を停止した地点における地図を表示させるためのスクロール先地図
表示入力を受け付ける第４の入力手段と、を更に備え、
　前記地図表示手段は、前記地点データ記憶手段が記憶している前記地点データに基づい
て、前記第３の入力手段によって前記スクロール前地図表示入力を受け付けた場合には前
記前にスクロール操作を停止した地点における地図を表示し、前記第４の入力手段によっ
て前記スクロール先地図表示入力を受け付けた場合には前記先にスクロール操作を停止し
た地点における地図を表示することを特徴とする請求項１又は２に記載の地図表示装置。
【請求項４】
　表示部の表示画面上に地図を表示させる地図表示装置であって、
　ユーザによる地図のスクロール操作中若しくはスクロール操作の停止時において当該ス
クロール操作とは異なる指示入力により他の地図を表示するための切り替えが行われた場
合に、前記スクロール操作における最終地点で表示されていた地図を保存する地図保存手
段と、
　前記地図保存手段によって保存された地図を表示させるための保存地図表示入力を受け
付ける入力手段と、
　前記入力手段によって前記保存地図表示入力を受け付けた場合に、前記地図保存手段に
保存されている地図を前記表示画面上に表示する地図表示手段と、を備えることを特徴と
する地図表示装置。
【請求項５】
　表示部の表示画面上に地図を表示させる地図表示装置であって、
　スクロール操作の停止時の地点における地点データを記憶する地点データ記憶手段と、
　前にスクロール操作を停止した地点における地図を表示させるためのスクロール前地図
表示入力を受け付ける第１の入力手段と、
　先にスクロール操作を停止した地点における地図を表示させるためのスクロール先地図
表示入力を受け付ける第２の入力手段と、
　前記地点データ記憶手段が記憶している前記地点データに基づいて、前記第１の入力手
段によって前記スクロール前地図表示入力を受け付けた場合には前記前にスクロール操作
を停止した地点における地図を表示し、前記第２の入力手段によって前記スクロール先地
図表示入力を受け付けた場合には前記先にスクロール操作を停止した地点における地図を
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表示する地図表示手段と、を備えることを特徴とする地図表示装置。
【請求項６】
　表示部の表示画面上に地図を表示させる地図表示装置において実行される地図表示方法
であって、
　ユーザによる地図のスクロール操作の停止時に表示されていた地図を保存させるための
地図保存入力を受け付ける第１の入力工程と、
　前記第１の入力工程によって前記地図保存入力を受け付けた場合に、前記スクロール操
作の停止時に表示されていた地図を保存する地図保存工程と、
　前記地図保存工程によって保存された地図を表示させるための保存地図表示入力を受け
付ける第２の入力工程と、
　前記第２の入力工程によって前記保存地図表示入力を受け付けた場合に、前記地図保存
工程によって保存された地図を前記表示画面上に表示する地図表示工程と、を備えること
を特徴とする地図表示方法。
【請求項７】
　コンピュータを備える地図表示装置において実行される地図表示プログラムであって、
　ユーザによる地図のスクロール操作の停止時に表示されていた地図を保存させるための
地図保存入力を受け付ける第１の入力手段、
　前記第１の入力手段によって前記地図保存入力を受け付けた場合に、前記スクロール操
作の停止時に表示されていた地図を保存する地図保存手段、
　前記地図保存手段によって保存された地図を表示させるための保存地図表示入力を受け
付ける第２の入力手段、
　前記第２の入力手段によって前記保存地図表示入力を受け付けた場合に、前記地図保存
手段によって保存された地図を表示画面上に表示する地図表示手段、として前記コンピュ
ータを機能させることを特徴とする地図表示プログラム。
【請求項８】
　請求項７に記載の地図表示プログラムを記録したことを特徴とする記録媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、表示部の表示画面上に地図データを表示する技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、車両に搭載されるナビゲーション装置などにおいては、表示されている地図
をスクロールして表示させる機能が搭載されている。具体的には、タッチパネルとして構
成された表示部（ディスプレイ）をタッチすることによって、地図をスクロールさせて表
示させる機能などが搭載されている。例えば、特許文献１には、車両の現在位置に対する
画面上の接触点に対応する位置の方向を検出し、この方向とは逆方向に、表示されている
地図情報をスクロールする技術が記載されている。
【０００３】
【特許文献１】特開平１０－１９８２７０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、上記した特許文献１に記載された技術では、スクロール操作の停止時に
表示されていた地図を簡便に保存することができず、また、スクロール操作の停止時に表
示されていた地図を簡便に表示させることができなかった。
【０００５】
　本発明が解決しようとする課題としては、上記のものが一例として上げられる。本発明
は、スクロール操作の停止時などにおいて表示されていた地図を簡便に保存及び表示させ
ることが可能な地図表示装置、地図表示方法、及び地図表示プログラムを提供することを
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目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　請求項１に記載の発明は、表示部の表示画面上に地図を表示させる地図表示装置は、ユ
ーザによる地図のスクロール操作の停止時に表示されていた地図を保存させるための地図
保存入力を受け付ける第１の入力手段と、前記第１の入力手段によって前記地図保存入力
を受け付けた場合に、前記スクロール操作の停止時に表示されていた地図を保存する地図
保存手段と、前記地図保存手段によって保存された地図を表示させるための保存地図表示
入力を受け付ける第２の入力手段と、前記第２の入力手段によって前記保存地図表示入力
を受け付けた場合に、前記地図保存手段によって保存された地図を前記表示画面上に表示
する地図表示手段と、を備えることを特徴とする。
【０００７】
　請求項４に記載の発明は、表示部の表示画面上に地図を表示させる地図表示装置は、ユ
ーザによる地図のスクロール操作中若しくはスクロール操作の停止時において当該スクロ
ール操作とは異なる指示入力により他の地図を表示するための切り替えが行われた場合に
、前記スクロール操作における最終地点で表示されていた地図を保存する地図保存手段と
、前記地図保存手段によって保存された地図を表示させるための保存地図表示入力を受け
付ける入力手段と、前記入力手段によって前記保存地図表示入力を受け付けた場合に、前
記地図保存手段に保存されている地図を前記表示画面上に表示する地図表示手段と、を備
えることを特徴とする。
【０００８】
　請求項５に記載の発明は、表示部の表示画面上に地図を表示させる地図表示装置は、ス
クロール操作の停止時の地点における地点データを記憶する地点データ記憶手段と、前に
スクロール操作を停止した地点における地図を表示させるためのスクロール前地図表示入
力を受け付ける第１の入力手段と、先にスクロール操作を停止した地点における地図を表
示させるためのスクロール先地図表示入力を受け付ける第２の入力手段と、前記地点デー
タ記憶手段が記憶している前記地点データに基づいて、前記第１の入力手段によって前記
スクロール前地図表示入力を受け付けた場合には前記前にスクロール操作を停止した地点
における地図を表示し、前記第２の入力手段によって前記スクロール先地図表示入力を受
け付けた場合には前記先にスクロール操作を停止した地点における地図を表示する地図表
示手段と、を備えることを特徴とする。
【０００９】
　請求項６に記載の発明は、表示部の表示画面上に地図を表示させる地図表示装置におい
て実行される地図表示方法は、ユーザによる地図のスクロール操作の停止時に表示されて
いた地図を保存させるための地図保存入力を受け付ける第１の入力工程と、前記第１の入
力工程によって前記地図保存入力を受け付けた場合に、前記スクロール操作の停止時に表
示されていた地図を保存する地図保存工程と、前記地図保存工程によって保存された地図
を表示させるための保存地図表示入力を受け付ける第２の入力工程と、前記第２の入力工
程によって前記保存地図表示入力を受け付けた場合に、前記地図保存工程によって保存さ
れた地図を前記表示画面上に表示する地図表示工程と、を備えることを特徴とする。
【００１０】
　請求項７に記載の発明は、コンピュータを備える地図表示装置において実行される地図
表示プログラムは、ユーザによる地図のスクロール操作の停止時に表示されていた地図を
保存させるための地図保存入力を受け付ける第１の入力手段、前記第１の入力手段によっ
て前記地図保存入力を受け付けた場合に、前記スクロール操作の停止時に表示されていた
地図を保存する地図保存手段、前記地図保存手段によって保存された地図を表示させるた
めの保存地図表示入力を受け付ける第２の入力手段、前記第２の入力手段によって前記保
存地図表示入力を受け付けた場合に、前記地図保存手段によって保存された地図を表示画
面上に表示する地図表示手段、として前記コンピュータを機能させることを特徴とする。
【発明を実施するための最良の形態】
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【００１１】
　本発明の１つの観点では、表示部の表示画面上に地図を表示させる地図表示装置は、ユ
ーザによる地図のスクロール操作の停止時に表示されていた地図を保存させるための地図
保存入力を受け付ける第１の入力手段と、前記第１の入力手段によって前記地図保存入力
を受け付けた場合に、前記スクロール操作の停止時に表示されていた地図を保存する地図
保存手段と、前記地図保存手段によって保存された地図を表示させるための保存地図表示
入力を受け付ける第２の入力手段と、前記第２の入力手段によって前記保存地図表示入力
を受け付けた場合に、前記地図保存手段によって保存された地図を前記表示画面上に表示
する地図表示手段と、を備える。
【００１２】
　上記の地図表示装置は、例えば車載用のナビゲーション装置などに好適に適用され、表
示部の表示画面上に地図を表示させる。具体的には、第１の入力手段は、スクロール操作
の停止時に表示されていた地図を保存させるための地図保存入力を受け付け、地図保存手
段は、第１の入力手段によって地図保存入力を受け付けた場合に、スクロール操作の停止
時に表示されていた地図を保存する。これにより、スクロール操作の停止時における地図
を容易に保存することができる。例えば、地点における名称などを選択してリストに登録
などを行うことなく、地図を容易に保存することができる。一方、第２の入力手段は、保
存された地図を表示させるための保存地図表示入力を受け付け、地図表示手段は、第２の
入力手段によって保存地図表示入力を受け付けた場合に地図保存手段によって保存された
地図を表示する。これにより、スクロール操作の停止時における地図を容易に表示するこ
とができる。例えば、登録したリストの中から表示したいものを選択することなく、地図
を即座に表示することができる。上記の地図表示装置によれば、簡便なボタン操作によっ
て、スクロール操作の停止時に表示されていた地図を容易に保存及び表示することができ
る。
【００１３】
　上記の地図表示装置の一態様では、前記地図保存手段は、スクロール操作中若しくはス
クロール操作の停止時において当該スクロール操作とは異なる指示入力により他の地図を
表示するための切り替えが行われた場合に、前記スクロール操作における最終地点で表示
されていた地図を更に保存する。
【００１４】
　この態様によれば、スクロール操作中若しくはスクロール操作の停止時において当該ス
クロール操作とは異なる指示入力により他の地図を表示するための切り替えが行われた場
合に、スクロール操作における最終地点で表示されていた地図を適切に保存することがで
きる。具体的には、スクロール操作中などにおいて他の地図へ切り替えられた場合に、ス
クロール操作における最終地点で表示されていた地図を、ユーザが操作しなくても自動で
保存することができる。
【００１５】
　上記の地図表示装置の他の一態様では、スクロール操作の停止時の地点における地点デ
ータを記憶する地点データ記憶手段と、前にスクロール操作を停止した地点における地図
を表示させるためのスクロール前地図表示入力を受け付ける第３の入力手段と、先にスク
ロール操作を停止した地点における地図を表示させるためのスクロール先地図表示入力を
受け付ける第４の入力手段と、を更に備え、前記地図表示手段は、前記地点データ記憶手
段が記憶している前記地点データに基づいて、前記第３の入力手段によって前記スクロー
ル前地図表示入力を受け付けた場合には前記前にスクロール操作を停止した地点における
地図を表示し、前記第４の入力手段によって前記スクロール先地図表示入力を受け付けた
場合には前記先にスクロール操作を停止した地点における地図を表示する。
【００１６】
　この態様によれば、スクロール操作の停止時の地点における地図（例えば、画像データ
など）を保存しなくても、前にスクロール操作を停止した地点に戻って地図を適切に表示
させることができる共に、先にスクロール操作を停止した地点に進んで地図を適切に表示
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させることができる。
【００１７】
　本発明の他の観点では、表示部の表示画面上に地図を表示させる地図表示装置は、ユー
ザによる地図のスクロール操作中若しくはスクロール操作の停止時において当該スクロー
ル操作とは異なる指示入力により他の地図を表示するための切り替えが行われた場合に、
前記スクロール操作における最終地点で表示されていた地図を保存する地図保存手段と、
前記地図保存手段によって保存された地図を表示させるための保存地図表示入力を受け付
ける入力手段と、前記入力手段によって前記保存地図表示入力を受け付けた場合に、前記
地図保存手段に保存されている地図を前記表示画面上に表示する地図表示手段と、を備え
る。これにより、スクロール操作中若しくはスクロール操作の停止時において当該スクロ
ール操作とは異なる指示入力により他の地図を表示するための切り替えが行われた場合に
、スクロール操作における最終地点で表示されていた地図を適切に保存することができる
。
【００１８】
　また、本発明の他の観点では、表示部の表示画面上に地図を表示させる地図表示装置は
、スクロール操作の停止時の地点における地点データを記憶する地点データ記憶手段と、
前にスクロール操作を停止した地点における地図を表示させるためのスクロール前地図表
示入力を受け付ける第１の入力手段と、先にスクロール操作を停止した地点における地図
を表示させるためのスクロール先地図表示入力を受け付ける第２の入力手段と、前記地点
データ記憶手段が記憶している前記地点データに基づいて、前記第１の入力手段によって
前記スクロール前地図表示入力を受け付けた場合には前記前にスクロール操作を停止した
地点における地図を表示し、前記第２の入力手段によって前記スクロール先地図表示入力
を受け付けた場合には前記先にスクロール操作を停止した地点における地図を表示する地
図表示手段と、を備える。これにより、スクロール操作の停止時の地点における地図を保
存しなくても、前にスクロール操作を停止した地点における地図及び先にスクロール操作
を停止した地点における地図を適切に表示させることができる。
【００１９】
　更に、本発明の他の観点では、表示部の表示画面上に地図を表示させる地図表示装置に
おいて実行される地図表示方法は、ユーザによる地図のスクロール操作の停止時に表示さ
れていた地図を保存させるための地図保存入力を受け付ける第１の入力工程と、前記第１
の入力工程によって前記地図保存入力を受け付けた場合に、前記スクロール操作の停止時
に表示されていた地図を保存する地図保存工程と、前記地図保存工程によって保存された
地図を表示させるための保存地図表示入力を受け付ける第２の入力工程と、前記第２の入
力工程によって前記保存地図表示入力を受け付けた場合に、前記地図保存工程によって保
存された地図を前記表示画面上に表示する地図表示工程と、を備える。
【００２０】
　更に、本発明の他の観点では、コンピュータを備える地図表示装置において実行される
地図表示プログラムは、ユーザによる地図のスクロール操作の停止時に表示されていた地
図を保存させるための地図保存入力を受け付ける第１の入力手段、前記第１の入力手段に
よって前記地図保存入力を受け付けた場合に、前記スクロール操作の停止時に表示されて
いた地図を保存する地図保存手段、前記地図保存手段によって保存された地図を表示させ
るための保存地図表示入力を受け付ける第２の入力手段、前記第２の入力手段によって前
記保存地図表示入力を受け付けた場合に、前記地図保存手段によって保存された地図を表
示画面上に表示する地図表示手段、として前記コンピュータを機能させる。
【００２１】
　上記した地図表示方法及び地図表示プログラムによっても、簡便なボタン操作によって
、スクロール操作の停止時に表示されていた地図を容易に保存及び表示することが可能と
なる。なお、地図表示プログラムは、記録媒体に記録した状態で好適に取り扱うことがで
きる。
【実施例】
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【００２２】
　以下、図面を参照して本発明の好適な実施例について説明する。なお、以下の説明は、
本発明を車両用のナビゲーション装置に適用した例を示す。
【００２３】
　［ナビゲーション装置］
　図１に、ナビゲーション装置１の構成を示す。図１に示すように、ナビゲーション装置
１は、自立測位装置１０、ＧＰＳ受信機１８、システムコントローラ２０、ディスクドラ
イブ３１、データ記憶ユニット３６、通信用インタフェース３７、通信装置３８、表示ユ
ニット４０、音声出力ユニット５０及び入力装置６０を備える。
【００２４】
　自立測位装置１０は、加速度センサ１１、角速度センサ１２及び距離センサ１３を備え
る。加速度センサ１１は、例えば圧電素子からなり、車両の加速度を検出し、加速度デー
タを出力する。角速度センサ１２は、例えば振動ジャイロからなり、車両の方向変換時に
おける車両の角速度を検出し、角速度データ及び相対方位データを出力する。距離センサ
１３は、車両の車輪の回転に伴って発生されているパルス信号からなる車速パルスを計測
する。
【００２５】
　ＧＰＳ受信機１８は、複数のＧＰＳ衛星から、測位用データを含む下り回線データを搬
送する電波１９を受信する。測位用データは、緯度及び経度情報等から車両の絶対的な位
置を検出するために用いられる。
【００２６】
　システムコントローラ２０は、インタフェース２１、ＣＰＵ（Central Processing Uni
t）２２、ＲＯＭ（Read Only Memory）２３及びＲＡＭ（Random Access Memory）２４を
含んでおり、ナビゲーション装置１全体の制御を行う。
【００２７】
　インタフェース２１は、加速度センサ１１、角速度センサ１２及び距離センサ１３並び
にＧＰＳ受信機１８とのインタフェース動作を行う。そして、これらから、車速パルス、
加速度データ、相対方位データ、角速度データ、ＧＰＳ測位データ、絶対方位データ等を
システムコントローラ２０に入力する。ＣＰＵ２２は、システムコントローラ２０全体を
制御する。ＲＯＭ２３は、システムコントローラ２０を制御する制御プログラム等が格納
された図示しない不揮発性メモリ等を有する。ＲＡＭ２４は、入力装置６０を介して使用
者により予め設定された経路データ等の各種データを読み出し可能に格納したり、ＣＰＵ
２２に対してワーキングエリアを提供したりする。
【００２８】
　システムコントローラ２０、ＣＤ－ＲＯＭドライブ又はＤＶＤ－ＲＯＭドライブなどの
ディスクドライブ３１、データ記憶ユニット３６、通信用インタフェース３７、表示ユニ
ット４０、音声出力ユニット５０及び入力装置６０は、バスライン３０を介して相互に接
続されている。
【００２９】
　ディスクドライブ３１は、システムコントローラ２０の制御の下、ＣＤ又はＤＶＤとい
ったディスク３３から、音楽データ、映像データなどのコンテンツデータを読み出し、出
力する。なお、ディスクドライブ３１は、ＣＤ－ＲＯＭドライブ又はＤＶＤ－ＲＯＭドラ
イブのうち、いずれか一方としてもよいし、ＣＤ及びＤＶＤコンパチブルのドライブとし
てもよい。
【００３０】
　データ記憶ユニット３６は、例えば、ＨＤＤなどにより構成され、地図データなどのナ
ビゲーション処理に用いられる各種データを記憶するユニットである。通信装置３８は、
例えば、ＦＭチューナやビーコンレシーバ、携帯電話や専用の通信カードなどにより構成
され、通信用インタフェース３７を介して、ＶＩＣＳ（Vehicle Information Communicat
ion System）センタなどから配信される情報（以下、「ＶＩＣＳ情報」と呼ぶ。）を取得
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する。
【００３１】
　表示ユニット４０は、システムコントローラ２０の制御の下、各種表示データをディス
プレイなどの表示装置に表示する。具体的には、システムコントローラ２０は、データ記
憶ユニット３６から地図データを読み出す。表示ユニット４０は、システムコントローラ
２０によってデータ記憶ユニット３６から読み出された地図データなどを表示画面上に表
示する。表示ユニット４０は、バスライン３０を介してＣＰＵ２２から送られる制御デー
タに基づいて表示ユニット４０全体の制御を行うグラフィックコントローラ４１と、ＶＲ
ＡＭ（Video RAM ）等のメモリからなり即時表示可能な画像情報を一時的に記憶するバッ
ファメモリ４２と、グラフィックコントローラ４１から出力される画像データに基づいて
、液晶、ＣＲＴ（Cathode Ray Tube）等のディスプレイ４４を表示制御する表示制御部４
３と、ディスプレイ４４とを備える。ディスプレイ４４は、画像表示部として機能し、例
えば対角５～１０インチ程度の液晶表示装置等からなり、車内のフロントパネル付近に装
着される。
【００３２】
　音声出力ユニット５０は、システムコントローラ２０の制御の下、ＣＤ－ＲＯＭドライ
ブ３１又はＤＶＤ－ＲＯＭ３２、若しくはＲＡＭ２４等からバスライン３０を介して送ら
れる音声デジタルデータのＤ／Ａ（Digital to Analog）変換を行うＤ／Ａコンバータ５
１と、Ｄ／Ａコンバータ５１から出力される音声アナログ信号を増幅する増幅器（ＡＭＰ
）５２と、増幅された音声アナログ信号を音声に変換して車内に出力するスピーカ５３と
を備えて構成されている。
【００３３】
　入力装置６０は、各種コマンドやデータを入力するための、キー、スイッチ、ボタン、
リモコン、音声入力装置等から構成されている。入力装置６０は、車内に搭載された当該
車載用電子システムの本体のフロントパネルやディスプレイ４４の周囲に配置される。ま
た、ディスプレイ４４がタッチパネル方式である場合には、ディスプレイ４４の表示画面
上に設けられたタッチパネルも入力装置６０として機能する。
【００３４】
　なお、図１におけるＣＰＵ２２などは、本発明における地図表示装置に相当する。具体
的には、ＣＰＵ２２などは、第１の入力手段、第２の入力手段、第３の入力手段、第４の
入力手段、地図保存手段、及び地図表示手段、並びに地点データ記憶手段に相当する。
【００３５】
　［地図表示方法］
　以下で、地図表示方法の実施例について説明する。本実施例では、基本的には、ユーザ
によって地図のスクロール操作が行われた場合に、スクロール操作の停止時などに表示さ
れていた地図を保存するための処理を行うと共に、このようにして保存された地図を表示
するための処理を行う。
【００３６】
　（第１実施例）
　まず、第１実施例に係る地図表示方法について説明する。第１実施例では、ユーザによ
る地図のスクロール操作の停止時に表示されていた地図を保存させるための地図保存入力
を受け付けると共に、スクロール操作の停止時に表示されていた地図を表示させるための
保存地図表示入力を受け付けることによって、スクロール操作の停止時に表示されていた
地図を保存及び表示する。詳しくは、ユーザによる地図のスクロール操作の停止時に表示
されていた地図を保存させるための地図保存用ボタン、及びスクロール操作の停止時に表
示されていた地図を表示させるための地図表示用ボタンを表示画面に表示させることによ
って、スクロール操作の停止時に表示されていた地図を保存及び表示する。具体的には、
スクロール操作の停止時に地図保存用ボタンを表示させ、ユーザによって地図保存用ボタ
ンが押下された場合に、地図を保存すると共に地図表示用ボタンを表示させる。そして、
ユーザによって地図表示用ボタンが押下された場合に、保存されている地図を表示する。



(9) JP 2009-58575 A 2009.3.19

10

20

30

40

50

以上の第１実施例に係る地図表示方法によれば、簡便なボタン操作によって、スクロール
操作の停止時に表示されていた地図を容易に保存及び表示することができる。
【００３７】
　ここで、図２及び図３を参照して、第１実施例に係る地図表示方法について具体的に説
明する。
【００３８】
　図２は、スクロール操作の停止時に表示されていた地図を保存するまでの手順を説明す
るための図である。図２（ａ）は、ユーザによって地図のスクロール操作が行われている
際の表示画面を示す図である。この場合、地点Ａ（図２において星印で示す）は、表示画
面の左上に位置している。なお、入力装置６０として、ディスプレイ４４の表示画面上に
設けられたタッチパネルを使用する場合、ユーザは指又はタッチペンなどによりタッチパ
ネルにタッチすることにより、スクロール操作を行う。一方、入力装置６０としてリモコ
ンを使用する場合、ユーザはリモコンに設けられた入力部を操作して地図表示エリア中に
表示されたカーソルの位置を上下左右に移動させ、決定ボタンなどを押すことにより、ス
クロール操作を行う。
【００３９】
　図２（ｂ）は、スクロール操作の停止時における表示画面を示している。この場合、ス
クロール操作の結果、地点Ａが表示画面の概ね中央（図２において十字で示す）に位置し
ている。ユーザによるスクロール操作が停止された場合、地図保存用ボタンＢ１が表示画
面上に表示される。この地図保存用ボタンＢ１がユーザにより押下された場合には、スク
ロール操作の停止時における地図（つまり、図２（ｂ）において表示されている地図）が
保存されることとなる。次に、図２（ｃ）は、図２（ｂ）に示す表示画面中の地図保存用
ボタンＢ１が押下された場合に表示される表示画面を示している。ユーザにより地図保存
用ボタンＢ１が押下された場合、表示画面中に地図表示用ボタンＢ２が表示される。この
地図表示用ボタンＢ２がユーザにより押下された場合には、スクロール操作の停止時にお
ける地図（つまり、図２（ｂ）の表示画面に表示されていた地図）が表示されることとな
る。なお、図２（ｃ）の表示画面における地図に対して更にスクロール操作が行われた場
合において、スクロール操作の停止時に表示された地図保存用ボタンＢ１が押下された場
合、地図は上書き保存されることとなる。
【００４０】
　図３は、スクロール操作の停止時に表示されていた地図を表示するまでの手順を説明す
るための図である。なお、図３に示す表示画面は、図２を用いて説明した手順を行った後
に表示されるものである。
【００４１】
　図３（ａ）は、上記した図２（ｃ）の表示画面に表示されていた地図を更にスクロール
操作して、スクロール操作を停止させた際に表示される表示画面を示している。この場合
、表示画面には、地図保存用ボタンＢ１及び地図表示用ボタンＢ２が表示されている。図
３（ｂ）は、図３（ａ）に示す表示画面中の地図表示用ボタンＢ２が押下された場合に表
示される表示画面を示している。ユーザにより地図表示用ボタンＢ２が押下された場合、
地図保存用ボタンＢ１が押下されることによって保存されていた地図が表示されることと
なる。具体的には、スクロール操作の停止時における地図（つまり、図２（ｂ）の表示画
面に表示されていた地図）が表示されることとなる。詳しくは、地点Ａ（図３において星
印で示す）が表示画面の概ね中央に位置している地図が表示されることとなる。
【００４２】
　次に、図４及び図５を参照して、第１実施例に係る地図表示処理を説明する。
【００４３】
　図４は、スクロール操作の停止時に表示されていた地図を保存するための処理を示すフ
ローチャートである。なお、この処理は、ＣＰＵ２２が繰り返し実行する。具体的には、
ＣＰＵ２２が予め用意されたプログラムを実行することにより行われる。
【００４４】
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　まず、ステップＳ１０１では、ＣＰＵ２２は、ディスプレイ４４に表示されている地図
へのユーザによるタッチがあったか否かを判定する。言い換えると、ＣＰＵ２２は、ユー
ザによって地図のスクロール操作が行われているか否かを判定する。この場合、ＣＰＵ２
２は、ディスプレイ４４の表示画面上に設けられたタッチパネル（入力装置６０として機
能する）に入力される信号に基づいて判定を行う。地図へのタッチがあった場合（ステッ
プＳ１０１；Ｙｅｓ）、処理はステップＳ１０２に進み、地図へのタッチがなかった場合
（ステップＳ１０１；Ｎｏ）、処理は当該フローを抜ける。
【００４５】
　ステップＳ１０２では、ＣＰＵ２２は、ユーザによる地図へのタッチが終了したか否か
を判定する。つまり、ＣＰＵ２２は、ユーザによるスクロール操作が停止したか否かを判
定する。タッチが終了している場合（ステップＳ１０２；Ｙｅｓ）、処理はステップＳ１
０４に進む。ステップＳ１０４では、ユーザによるスクロール操作が停止したため、ＣＰ
Ｕ２２は、地図をスクロールさせる処理を停止する。そして、処理はステップＳ１０５に
進む。これに対して、タッチが終了していない場合（ステップＳ１０２；Ｎｏ）、処理は
ステップＳ１０３に進む。ステップＳ１０３では、ユーザによるスクロール操作が継続し
ているので、ＣＰＵ２２は、地図をスクロールさせる処理を継続する。そして、処理はス
テップＳ１０２に戻る。
【００４６】
　ステップＳ１０５では、ユーザによるスクロール操作が停止したため、ＣＰＵ２２は、
表示画面上に地図保存用ボタンを表示させる。そして、処理はステップＳ１０６に進む。
ステップＳ１０６では、ＣＰＵ２２は、ユーザにより地図保存用ボタンの押下があったか
否かを判定する。この場合も、ＣＰＵ２２は、入力装置６０として機能するタッチパネル
に入力される信号に基づいて、地図保存用ボタンの押下があったか否かの判定を行う。
【００４７】
　地図保存用ボタンの押下があった場合（ステップＳ１０６；Ｙｅｓ）、処理はステップ
Ｓ１０７に進む。ステップＳ１０７では、ＣＰＵ２２は、スクロール操作の停止時に表示
されていた地図を保存する。例えば、ＣＰＵ２２は、スクロール操作の停止時に表示され
ていた地図の画像データなどを保存するための処理を行う。なお、前回行ったステップＳ
１０７の処理で保存している地図が存在する場合、今回のステップＳ１０７の処理では、
ＣＰＵ２２は、前回保存された地図に対して新たな地図を上書きして保存する。そして、
処理は当該フローを抜ける。
【００４８】
　これに対して、地図保存用ボタンの押下がなかった場合（ステップＳ１０６；Ｎｏ）、
処理はステップＳ１０８に進む。ステップＳ１０８では、ＣＰＵ２２は、スクロール操作
の停止時に表示されていた地図を保存しない。そして、処理は当該フローを抜ける。
【００４９】
　図５は、スクロール操作の停止時に表示されていた地図を表示するための処理を示すフ
ローチャートである。なお、この処理は、ＣＰＵ２２が繰り返し実行する。具体的には、
ＣＰＵ２２が予め用意されたプログラムを実行することにより行われる。
【００５０】
　まず、ステップＳ２０１では、ＣＰＵ２２は、ユーザにより現在地表示ボタンの押下が
あったか否かを判定する。つまり、ＣＰＵ２２は、ユーザによって、現在地を示す地図表
示への切り替え操作が行われたか否かを判定する。現在地表示ボタンの押下があった場合
（ステップＳ２０１；Ｙｅｓ）、処理はステップＳ２０２に進む。この場合、ＣＰＵ２２
は、現在地を示す地図を表示画面上に表示させる（ステップＳ２０２）。そして、処理は
ステップＳ２０３に進む。これに対して、現在地表示ボタンの押下がなかった場合（ステ
ップＳ２０１；Ｎｏ）、処理は当該フローを抜ける。
【００５１】
　ステップＳ２０３では、ＣＰＵ２２は、地図が保存されているか否かを判定する。具体
的には、ＣＰＵ２２は、前述したステップＳ１０７の処理により保存された地図が存在す
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るか否かを判定する。言い換えると、スクロール操作の停止時における地図を保存してい
るか否かを判定する。地図が保存されている場合（ステップＳ２０３；Ｙｅｓ）、処理は
ステップＳ２０４に進む。この場合、ＣＰＵ２２は、表示画面上に地図表示用ボタンを表
示させる（Ｓ２０４）。そして、処理はステップＳ２０６に進む。これに対して、地図が
保存されていない場合（ステップＳ２０３；Ｎｏ）、処理はステップＳ２０５に進む。こ
の場合、ＣＰＵ２２は、表示画面上に地図表示用ボタンを表示しない（ステップＳ２０５
）。表示させるべき地図を保存していないからである。そして、処理は当該フローを抜け
る。
【００５２】
　ステップＳ２０６では、ＣＰＵ２２は、ユーザにより地図表示用ボタンの押下があった
か否かを判定する。この場合も、ＣＰＵ２２は、入力装置６０として機能するタッチパネ
ルに入力される信号に基づいて、地図表示用ボタンの押下があったか否かの判定を行う。
【００５３】
　地図表示用ボタンの押下があった場合（ステップＳ２０６；Ｙｅｓ）、処理はステップ
Ｓ２０７に進む。この場合、ＣＰＵ２２は、保存している地図を表示画面上に表示する（
ステップＳ２０７）。つまり、ＣＰＵ２２は、スクロール操作の停止時における地図を表
示する。例えば、ＣＰＵ２２は、保存している地図の画像データなどを読み出して、この
画像データに対応する画像を表示画面上に表示させる処理を行う。そして、処理は当該フ
ローを抜ける。
【００５４】
　これに対して、地図表示用ボタンの押下がなかった場合（ステップＳ２０６；Ｎｏ）、
処理はステップＳ２０８に進む。この場合、ＣＰＵ２２は、保存している地図を表示画面
上に表示しない（ステップＳ２０８）。そして、処理は当該フローを抜ける。
【００５５】
　なお、上記した処理では、現在地を示す地図表示への切り替えが行われた場合において
（ステップＳ２０１の処理参照）、保存している地図を表示する例を示したが、これに限
定はされない。例えば、ユーザによって更にスクロール操作が行われた場合や、現在地を
示す地図以外の他の地図を表示するための切り替えが行われた場合においても、地図表示
用ボタンの押下があった場合に保存している地図を表示しても良い。また、上記の地図表
示処理（図４及び図５参照）では、入力装置６０としてタッチパネルを使用する場合を例
に挙げたが、入力装置６０としてリモコンを使用する場合にも、同様の処理を行うことが
できる。つまり、ユーザがリモコン操作を行う場合や物理的ボタン操作などを行う場合に
も、同様の処理を行うことができる。
【００５６】
　以上説明した第１実施例に係る地図表示方法によれば、簡便なボタン操作によって、ス
クロール操作の停止時に表示されていた地図を容易に保存及び表示することができる。具
体的には、地図保存用ボタンを押下するだけでスクロール操作の停止時における地図を保
存することができる。例えば、地点における名称などを選択してリストに登録などを行う
ことなく、地図を容易に保存することができる。また、地図表示用ボタンを押下するだけ
でスクロール操作の停止時における地図を表示することができる。例えば、登録したリス
トの中から表示したいものを選択することなく、地図を即座に表示することができる。更
に、保存及び表示の操作が簡便であるため、例えば走行中などにおけるユーザの負担を効
果的に軽減することが可能となる。
【００５７】
　（第２実施例）
　次に、第２実施例に係る地図表示方法について説明する。第２実施例では、ユーザによ
るスクロール操作中若しくはスクロール操作の停止時において、当該スクロール操作とは
異なる指示入力により他の地図を表示するための切り替えが行われた場合に、スクロール
操作における最終地点で表示されていた地図（以下、「スクロール最終地点の地図」とも
呼ぶ。）を自動的に保存する点で、前述した第１実施例と異なる。具体的には、第２実施
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例では、スクロール操作中若しくはスクロール操作の停止時において他の地図（例えば現
在地を示す地図）へ切り替えられた場合に、スクロール最終地点の地図を自動的に保存す
ると共に、前述したものと同様の地図表示用ボタンが押下された場合に、こうして保存さ
れたスクロール最終地点の地図を表示する。
【００５８】
　図６は、第２実施例に係る地図表示方法を説明するための図である。図６（ａ）は、現
在地を示す地図に切り替えられる直前のスクロール操作中における表示画面を示す図であ
る。この場合、地点Ａ（図６において星印で示す）は、表示画面の左上に位置している。
図６（ｂ）は、現在地を示す地図表示への切り替えが行われた場合における表示画面を示
す図である。つまり、図６（ｂ）は、現在地を示す地図の表示画面を示している。例えば
ユーザによって現在地表示ボタン（不図示）が押下された場合に、このような現在地を示
す地図への切り替えが行われる。この場合、表示画面には、地図表示用ボタンＢ２が表示
されている。このような地図の切り替えが行われた場合、スクロール最終地点の地図（つ
まり、現在地を示す地図表示へ切り替えられる直前においてスクロール操作中に表示され
ていた地図）が保存されることとなる。即ち、図６（ａ）の表示画面に表示されていた地
図が保存されることとなる。
【００５９】
　図６（ｃ）は、図６（ｂ）に示す表示画面中の地図表示用ボタンＢ２が押下された場合
に表示される表示画面を示している。ユーザにより地図表示用ボタンＢ２が押下された場
合、スクロール最終地点の地図、つまり図６（ａ）の表示画面に表示されていた地図が表
示されることとなる。詳しくは、地点Ａが表示画面の左上に位置している地図が表示され
ることとなる。
【００６０】
　なお、図６では、スクロール操作中に現在地表示の指示入力があった場合における例を
示したが、スクロール操作の停止時に現在地表示等のスクロール操作とは異なる指示入力
があった場合にも、同様にしてスクロール最終地点の地図を保存する処理などが行われる
。
【００６１】
　図７は、第２実施例に係る地図表示処理を示すフローチャートである。なお、この処理
も、ＣＰＵ２２が繰り返し実行する。具体的には、ＣＰＵ２２が予め用意されたプログラ
ムを実行することにより行われる。
【００６２】
　ステップＳ３０１～Ｓ３０４の処理は、前述したステップＳ１０１～Ｓ１０４の処理（
図４参照）と同様であるため、その説明を省略する。ここでは、ステップＳ３０５以降の
処理について説明する。
【００６３】
　ステップＳ３０５では、ＣＰＵ２２は、ユーザにより現在地表示ボタンの押下があった
か否かを判定する。つまり、ＣＰＵ２２は、ユーザによって、現在地を示す地図表示への
切り替え操作が行われたか否かを判定する。現在地表示ボタンの押下があった場合（ステ
ップＳ３０５；Ｙｅｓ）、処理はステップＳ３０６に進み、現在地表示ボタンの押下がな
かった場合（ステップＳ３０５；Ｎｏ）、処理はステップＳ３０５に戻る。
【００６４】
　ステップＳ３０６では、ＣＰＵ２２は、スクロール最終地点の地図を保存する。つまり
、ＣＰＵ２２は、現在地を示す地図表示へ切り替えられる直前において表示されていた地
図（即ち、スクロール操作の停止時に表示されていた地図）を保存する。例えば、ＣＰＵ
２２は、スクロール最終地点の地図の画像データなどを保存するための処理を行う。なお
、既に保存している地図が存在する場合には、ＣＰＵ２２は、この既に保存している地図
に対して新たな地図を上書きして保存する。
【００６５】
　ステップＳ３０７では、ＣＰＵ２２は、現在地を示す地図を表示画面上に表示させる。
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そして、処理はステップＳ３０８に進む。ステップＳ３０８では、ＣＰＵ２２は、表示画
面上に地図表示用ボタンを表示させる。そして、処理はステップＳ３０９に進む。
【００６６】
　ステップＳ３０９では、ＣＰＵ２２は、ユーザにより地図表示用ボタンの押下があった
か否かを判定する。地図表示用ボタンの押下があった場合（ステップＳ３０９；Ｙｅｓ）
、処理はステップＳ３１０に進む。この場合、ＣＰＵ２２は、保存しているスクロール最
終地点の地図を表示画面上に表示する（ステップＳ３１０）。例えば、ＣＰＵ２２は、保
存している地図の画像データなどを読み出して、この画像データに対応する画像を表示画
面上に表示させる処理を行う。そして、処理は当該フローを抜ける。これに対して、地図
表示用ボタンの押下がなかった場合（ステップＳ３０９；Ｎｏ）、処理はステップＳ３１
１に進む。この場合、ＣＰＵ２２は、スクロール最終地点の地図を表示画面上に表示しな
い（ステップＳ３１１）。そして、処理は当該フローを抜ける。
【００６７】
　なお、上記では、現在地表示の指示入力があり現在地を示す地図表示への切り替えが行
われた場合にスクロール最終地点の地図を自動的に保存する例を示したが、現在地表示の
指示入力以外のスクロール操作とは異なる指示入力があった場合にも、このようにして地
図を保存することができる。スクロール操作とは異なる指示入力の例としては、現在地表
示の指示入力の他に、施設検索を実行して検索された施設周辺の地図を表示する指示入力
や、ユーザがメモリに登録した地点を表示する指示入力などが挙げられる。
【００６８】
　また、上記の地図表示処理（図７参照）では、入力装置６０としてタッチパネルを使用
する場合を例に挙げたが、入力装置６０としてリモコンを使用する場合にも、同様の処理
を行うことができる。つまり、ユーザがリモコン操作を行う場合や物理的ボタン操作など
を行う場合にも、同様の処理を行うことができる。
【００６９】
　更に、図７では、スクロール操作の停止時にスクロール操作とは異なる指示入力を受け
付けた場合に行われる処理を示したが、スクロール操作中にスクロール操作とは異なる指
示入力を受け付けた場合にも、同様の処理を行うことができる。
【００７０】
　以上説明した第２実施例に係る地図表示方法によれば、スクロール操作中若しくはスク
ロール操作の停止時にスクロール操作とは異なる指示入力により他の地図を表示するため
の切り替えが行われた場合に、スクロール最終地点の地図を適切に保存することができる
と共に、スクロール最終地点の地図を容易に表示させることができる。具体的には、スク
ロール操作中若しくはスクロール操作の停止時において他の地図へ切り替えられた場合に
、ユーザが操作しなくても自動でスクロール最終地点の地図を保存することができると共
に、地図表示用ボタンを押下するだけでスクロール最終地点の地図を表示することができ
る。
【００７１】
　なお、第２実施例に係る地図表示方法と、前述した第１実施例に係る地図表示方法とを
組み合わせることも可能である。具体的には、スクロール操作の停止時に地図保存用ボタ
ンを表示させて、ユーザによって地図保存用ボタンが押下された場合に地図を保存するこ
とができると共に、スクロール操作中若しくはスクロール操作の停止時において他の地図
へ切り替えられた場合に、スクロール最終地点の地図を自動的に保存することができる。
また、ユーザによって地図表示用ボタンが押下された場合に、このようにして保存された
、スクロール操作の停止時における地図やスクロール最終地点の地図を表示することがで
きる。
【００７２】
　（第３実施例）
　次に、第３実施例に係る地図表示方法について説明する。第３実施例では、スクロール
操作の停止時の地点（以下、「スクロール停止地点」と呼ぶ。）における地点データを記
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憶し、この地点データに基づいて、前のスクロール停止地点に戻って地図を表示させると
共に、先のスクロール停止地点に進んで地図を表示させる点で、前述した第１及び第２実
施例と異なる。具体的には、第３実施例では、ユーザによるスクロール操作が停止される
ごとに、スクロール停止地点における地点データ（例えば、スクロール操作が停止された
地点における位置座標などのデータ）を記憶する。そして、前にスクロール操作を停止し
た地点における地図を表示させるためのスクロール前地図表示入力を受け付けると共に、
先にスクロール操作を停止した地点における地図を表示させるためのスクロール先地図表
示入力を受け付ける。より具体的には、前のスクロール停止地点に戻って地図を表示させ
るためのボタン（以下、「戻るボタン」と呼ぶ。）、及び先のスクロール停止地点に進ん
で地図を表示させるためのボタン（以下、「進むボタン」と呼ぶ。）を表示画面に表示す
ることによって、このようなスクロール前地図表示入力及びスクロール先地図表示入力を
受け付ける。この場合において、戻るボタンが押下された場合には、現在表示している地
図に対して１つ前のスクロール停止地点における地図を表示する。一方、進むボタンが押
下された場合には、現在表示している地図に対して１つ先のスクロール停止地点における
地図を表示する。以上の第３実施例に係る地図表示方法によれば、スクロール停止地点に
おける地図（画像データなど）を保存しなくても、前のスクロール停止地点に戻って地図
を適切に表示させることができる共に、先のスクロール停止地点に進んで地図を適切に表
示させることができる。
【００７３】
　図８は、第３実施例に係る地図表示方法を説明するための図である。図８（ａ）は、ス
クロール操作の停止時における表示画面を示す図である。なお、図８（ａ）におけるスク
ロール操作は１回目のものであるものとする。この場合には、地点Ａ（図８において星印
で示す）は、表示画面の概ね中央に位置している。このようにしてスクロール操作が停止
された場合、図８（ａ）の表示画面における地点（つまりスクロール停止地点）の地点デ
ータが記憶されることとなる。また、地図保存用ボタンＢ１と共に、戻るボタンＣ１及び
進むボタンＣ２が表示画面上に表示される。具体的には、戻るボタンＣ１及び進むボタン
Ｃ２は両方とも、非アクティブにされている（図８においてはハッチングで示してある）
。つまり、戻るボタンＣ１及び進むボタンＣ２を押下することはできない。この場合には
、スクロール操作が１回目のものであるため、前のスクロール停止地点における地図、及
び先のスクロール停止地点における地図が存在しないからである。
【００７４】
　図８（ｂ）は、図８（ａ）の表示画面に表示されていた地図を更にスクロール操作して
、スクロール操作を停止させた際に表示される表示画面を示している。つまり、図８（ｂ
）におけるスクロール操作は２回目のものである。この場合には、地点Ａは、表示画面の
左上に位置している。このようにスクロール操作が停止された場合、図８（ｂ）の表示画
面における地点（つまりスクロール停止地点）の地点データが記憶されることとなる。ま
た、戻るボタンＣ１が非アクティブからアクティブにされ、進むボタンＣ２は非アクティ
ブのままにされる。つまり、戻るボタンＣ１のみが、押下することが可能な状態となる。
これは、スクロール操作を今までに２回行っており、且つ現在２回目のスクロール操作の
停止時における地図が表示されているため、前のスクロール停止地点における地図は存在
するが、先のスクロール停止地点における地図は存在しないからである。つまり、新たに
表示させることができる地図として、１回目のスクロール停止地点（図８（ａ）の表示画
面におけるスクロール停止地点）における地図しか存在しないからである。更に言い換え
ると、現時点においては、１つ前のスクロール停止地点における地点データのみが記憶さ
れており、１つ先のスクロール停止地点における地点データが記憶されていないからであ
る。
【００７５】
　図８（ｃ）は、図８（ｂ）に示す表示画面中の戻るボタンＣ１が押下された場合に表示
される表示画面を示している。ユーザにより戻るボタンＣ１が押下された場合、１つ前の
スクロール停止地点における地図が表示される。即ち、１回目のスクロール停止地点にお
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ける地図（つまり、図８（ａ）の表示画面に表示されていた地図）、詳しくは地点Ａが表
示画面の概ね中央に位置している地図が表示されることとなる。また、戻るボタンＣ１が
アクティブから非アクティブにされると共に、進むボタンＣ２が非アクティブからアクテ
ィブにされる。つまり、進むボタンＣ２のみが、押下することが可能な状態となる。これ
は、スクロール操作を今までに２回行っており、且つ現在１回目のスクロール操作の停止
時における地図が表示されているため、先のスクロール停止地点における地図は存在する
が、前のスクロール停止地点における地図は存在しないからである。つまり、新たに表示
させることができる地図として、２回目のスクロール停止地点（図８（ｂ）の表示画面に
おけるスクロール停止地点）における地図しか存在しないからである。更に言い換えると
、現時点においては、１つ先のスクロール停止地点における地点データのみが記憶されて
おり、１つ前のスクロール停止地点における地点データが記憶されていないからである。
【００７６】
　この後、ユーザによって、図８（ｃ）に示す表示画面中の進むボタンＣ２が押下された
場合、１つ先のスクロール停止地点における地図が表示される。つまり、２回目のスクロ
ール停止地点における地図、即ち図８（ｂ）の表示画面に表示されていた地図が表示され
ることとなる。また、戻るボタンＣ１が非アクティブからアクティブにされると共に、進
むボタンＣ２がアクティブから非アクティブにされる。つまり、このようにして進むボタ
ンＣ２が押下された場合には、図８（ｂ）の表示画面と同様の表示画面が表示されること
となる。
【００７７】
　図９は、第３実施例に係る地図表示処理を示すフローチャートである。なお、この処理
も、ＣＰＵ２２が繰り返し実行する。具体的には、ＣＰＵ２２が予め用意されたプログラ
ムを実行することにより行われる。
【００７８】
　ステップＳ４０１～Ｓ４０４の処理は、前述したステップＳ１０１～Ｓ１０４の処理（
図４参照）と同様であるため、その説明を省略する。ここでは、ステップＳ４０５以降の
処理について説明する。
【００７９】
　ステップＳ４０５の処理は、ユーザによるスクロール操作が停止した場合（ステップＳ
４０４；Ｙｅｓ）に実行される。ステップＳ４０５の処理では、ＣＰＵ２２は、スクロー
ル操作が停止したため、地図保存用ボタン、戻るボタン、及び進むボタンを表示画面上に
表示させる。そして、処理はステップＳ４０６に進む。なお、上記のようにしてスクロー
ル操作が停止した場合、ＣＰＵ２２は、スクロール停止地点における地点データ（例えば
、スクロール操作が停止された地点における位置座標などのデータ）を記憶する。
【００８０】
　ステップＳ４０６では、ＣＰＵ２２は、ユーザにより戻るボタンの押下があったか否か
を判定する。戻るボタンの押下があった場合（ステップＳ４０６；Ｙｅｓ）、処理はステ
ップＳ４０７に進み、戻るボタンの押下がなかった場合（ステップＳ４０６；Ｎｏ）、処
理はステップＳ４０９に進む。
【００８１】
　ステップＳ４０７では、ＣＰＵ２２は、戻るボタンがアクティブであるか否かを判定す
る。言い換えると、ＣＰＵ２２は、１つ前のスクロール停止地点における地点データが記
憶されているか否かを判定する。戻るボタンがアクティブである場合（ステップＳ４０７
；Ｙｅｓ）、処理はステップＳ４０８に進む。これに対して、戻るボタンがアクティブで
ない場合（ステップＳ４０７；Ｎｏ）、つまり戻るボタンが非アクティブである場合、処
理はステップＳ４０９に進む。
【００８２】
　ステップＳ４０８では、ＣＰＵ２２は、１つ前のスクロール停止地点における地図を表
示する。具体的には、ＣＰＵ２２は、記憶している１つ前のスクロール停止地点における
地点データ（位置座標などのデータ）を読み出して、この地点データに対応する地図を表
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示画面に表示させる処理を行う。そして、処理はステップＳ４０９に進む。なお、このよ
うに地図を表示させた後に、現時点において１つ前のスクロール停止地点における地点デ
ータが記憶されていない場合には、ＣＰＵ２２は、戻るボタンをアクティブから非アクテ
ィブに変更する。
【００８３】
　ステップＳ４０９では、ＣＰＵ２２は、ユーザにより進むボタンの押下があったか否か
を判定する。進むボタンの押下があった場合（ステップＳ４０９；Ｙｅｓ）、処理はステ
ップＳ４１０に進み、進むボタンの押下がなかった場合（ステップＳ４０９；Ｎｏ）、処
理は当該フローを抜ける。
【００８４】
　ステップＳ４１０では、ＣＰＵ２２は、進むボタンがアクティブであるか否かを判定す
る。言い換えると、ＣＰＵ２２は、１つ先のスクロール停止地点における地点データが記
憶されているか否かを判定する。進むボタンがアクティブである場合（ステップＳ４１０
；Ｙｅｓ）、処理はステップＳ４１１に進む。これに対して、進むボタンがアクティブで
ない場合（ステップＳ４１０；Ｎｏ）、つまり進むボタンが非アクティブである場合、処
理は当該フローを抜ける。
【００８５】
　ステップＳ４１１では、ＣＰＵ２２は、１つ先のスクロール停止地点における地図を表
示する。具体的には、ＣＰＵ２２は、記憶している１つ先のスクロール停止地点における
地点データ（位置座標などのデータ）を読み出して、この地点データに対応する地図を表
示画面に表示させる処理を行う。以上の処理が終了すると、処理は当該フローを抜ける。
なお、このように地図を表示させた後に、現地点において１つ先のスクロール停止地点に
おける地点データが記憶されていない場合には、ＣＰＵ２２は、進むボタンをアクティブ
から非アクティブに変更する。
【００８６】
　なお、上記の地図表示処理（図９参照）では、入力装置６０としてタッチパネルを使用
する場合を例に挙げたが、入力装置６０としてリモコンを使用する場合にも、同様の処理
を行うことができる。つまり、ユーザがリモコン操作を行う場合や物理的ボタン操作など
を行う場合にも、同様の処理を行うことができる。
【００８７】
　以上説明した第３実施例に係る地図表示方法によれば、スクロール停止地点における地
図（画像データなど）を保存しなくても、前のスクロール停止地点に戻って地図を適切に
表示させることができる共に、先のスクロール停止地点に進んで地図を適切に表示させる
ことができる。例えば、スクロール操作を行って所望の地点における地図を表示した後に
、誤って地図部分をタッチしてしまいスクロールが開始してしまう場合があるが、このよ
うな場合に戻るボタンを押下することにより、スクロール操作を再度行うことなく、所望
の地点における地図を容易に表示させることが可能となる。
【００８８】
　なお、第３実施例に係る地図表示方法と、前述した第１実施例及び第２実施例の少なく
ともいずれかの地図表示方法とを組み合わせることも可能である。具体的には、スクロー
ル停止地点の地点データに基づいて、前のスクロール停止地点における地図や先のスクロ
ール停止地点における地図を表示させると共に、第１実施例で示したように、地図保存用
ボタンが押下されることによって保存された地図を地図表示用ボタンが押下された場合に
表示させたり、第２実施例で示したように、スクロール操作中若しくはスクロール操作の
停止時において他の地図へ切り替えられた際に保存されたスクロール最終地点の地図を表
示させたりすることができる。
【００８９】
　以上説明したように、本実施例においては、ナビゲーション装置内のＣＰＵは、ユーザ
による地図のスクロール操作の停止時に表示されていた地図を保存させるための地図保存
入力を受け付ける第１の入力手段と、第１の入力手段によって地図保存入力を受け付けた
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場合に、スクロール操作の停止時に表示されていた地図を保存する地図保存手段と、地図
保存手段によって保存された地図を表示させるための保存地図表示入力を受け付ける第２
の入力手段と、第２の入力手段によって保存地図表示入力を受け付けた場合に、地図保存
手段によって保存された地図を表示画面上に表示する地図表示手段と、を備える。これに
より、簡便なボタン操作によって、スクロール操作の停止時に表示されていた地図を容易
に保存及び表示することが可能となる。
【００９０】
　［変形例］
　なお、上記した地図表示処理は、ＣＰＵ２２が予め用意されたプログラム（地図表示プ
ログラム）を実行することによって行うことを想定しているが、この代わりに、回路など
におけるハードウェア処理によって行うこととしても良い。また、地図表示プログラムは
、予めＲＯＭ２３に格納されていることとしても良いし、地図表示プログラムが記憶され
たＣＤやＤＶＤなどの記録媒体によって外部から供給され、ディスクドライブ３１が読み
取ったプログラムをＲＯＭ２３に格納するものとしても良い。
【図面の簡単な説明】
【００９１】
【図１】実施例に係るナビゲーション装置の概略構成を示すブロック図である。
【図２】スクロール操作の停止時における地図を保存する手順を説明するための図である
。
【図３】スクロール操作の停止時における地図を表示する手順を説明するための図である
。
【図４】第１実施例における地図の保存処理を示すフローチャートである。
【図５】第１実施例における地図の表示処理を示すフローチャートである。
【図６】第２実施例に係る地図表示方法を説明するための図である。
【図７】第２実施例に係る地図表示処理を示すフローチャートである。
【図８】第３実施例に係る地図表示方法を説明するための図である。
【図９】第３実施例に係る地図表示処理を示すフローチャートである。
【符号の説明】
【００９２】
　１　ナビゲーション装置
　１０　自立測位装置
　１８　ＧＰＳ受信機
　２０　システムコントローラ
　２２　ＣＰＵ
　３６　データ記憶ユニット
　３８　通信装置
　４０　表示ユニット
　４４　ディスプレイ
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【図５】 【図６】

【図７】 【図８】
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